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FPD リンクを使用した STN アプリ
ケーション

はじめに
　ノートブック・アプリケーションに FPD リンク・チップセットを使用
することにより、伝導体数の削減、ケーブル・サイズの小型化、また設
計者が EMI を低減できるという利点が得られます。現在、いくつかの
ノートブック・メーカが、フラット・パネル・ディスプレイの選択肢の 1

つとして、TFT （Thin Film Transistor） パネルに代わり、より低コスト
の STN-DD （Super Twist Neumatic-Dual Drive） パネルの採用に積極的な
姿勢を見せています。そのため、FPD リンク が STN パネル・アプリケー
ションをサポートできることを示す必要があります。このアプリケー
ション・ノートでは、設計者が FPD リンクを使用して、640×480 STN-

DD パネルをサポートする方法について説明します。また、より高解像
度の STN パネルも若干変更を加えるだけで実装できるようになりま
す。
　STN-DD パネルと FPD リンクのシステム接続には、マザーボード上
の FPD リンク・トランスミッタに接続するグラフィック・コントローラ

が必要です。次に、レシーバは LVDS ラインによってトランスミッタ
に接続されます。STN パネルは、Figure 1 に示すように FPD リンク・レ
シーバ出力に接続されます。
　ベンチマークで動作確認したシステム接続では、C および T 65550 フ
ラット・パネル GUI アクセラレータ、ナショナル セミコンダクター社
の 6 ビット・カラー FPD リンク・チップセット （DS90CF561/2）、およ
び 640×480 カラー STN-DD LCD パネル （Sharp LM64C08P） を使用し
ました。＋12V 電源と VEE（＋27V） は、グラフィック・カード （50 ピ
ン・コネクタ） から直接 STN パネルに接続され、パネルのバック・ライ
ト用の電源を供給することに注意してください。グラフィック・コント
ローラ・カードの半固定抵抗 （50kΩ） を回して、VEEを ＋ 27V （パネ
ルによって異なる） に調整する必要があります。VDD（＋5V） もグラ
フィック・カードから供給されます。グラフィック・カードは、FPD リ
ンク・デバイスと STN パネルにも電力を供給しています。したがって、
このアプリケーションには追加の電力供給が不要です。
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タイミングの考慮事項
　STN-DD パネルのタイミング要件は、TFT パネルの場合と異なりま
す。これは、STN パネルでは Figure 2 に示すように、可変周波数 （フ
リー・ランではない） の SHFCLK を使用しているためです。ただし、
FPD リンク・トランスミッタおよびレシーバには、PLL （Phase Lock

Loop） がデータビットをラッチおよびストローブするために、フリー・
ラン・クロック （固定周波数） が必要です。PLL がアクティブの場合、
カラー・ビット、LP （水平同期）、FLM （垂直同期） は、LVDS データ・
ライン経由で転送されます。FPD リンク用にフリー・ラン クロック
を得るために、65548 または 65550 GUI 上の端子番号 102 がソフトウェ
アにより使用できます。端子 102 は、PCLK/WEC# と呼ばれ、駆動され
るパネルに応じて特定の周波数に設定されます。われわれのベンチ
マークの例では、PCLK の周波数を 25MHz に設定し、640× 480 STN-

DD パネルをサポートしました。PCLK が TxCLKin 端子 （FPD リンク・
トランスミッタ） に渡され、PLL が動作するようになります。レシー
バも、PCLK を使用してデータビットをストローブしますが、PCLK を
再作成する必要はありません。STN パネルは PCLK を必要としないの
で、Figure 1 に示すように RxCLKout をオープンのままにします。
　Figure 2 にクロック信号間の関係を示します。SHFCLK は 3 データ・

サイクル （8 PCLK サイクル） 単位で繰り返されます。各データ・サイ
クルで 16 ビットのデータが転送されます （緑 6 ビット、赤 6 ビット、
青 4 ビット）。このように、各データ・サイクルが 5-1/3 ピクセルを供
給します。各T-shfclk に 8 PCLK サイクルが必要な理由は、SHFCLK 信
号を正しく取り込み、再作成するためです。1 PCLK サイクルが
SHFCLK の 1 パルスに等しいことに注意してください。PCLK を参照
することによって、各 PCLK サイクルで 2 ピクセルが表示され、各ピ
クセルは 3 データビットからなります。合計で 16 ピクセル、48 デー
タビットが各 T-shfclk でラッチされます。SHFCLK は約 9MHz で、問
題なくパネルの要件を満たすために、データビットと同様に処理し転
送することができます。このように、SHFCLK は TxCLKin 端子ではな
く、データ信号端子上のレシーバに渡されます。レシーバは SHFCLK

を再作成し、この信号が STN パネルに渡されます。FPD リンクがデー
タを正しくサンプリングするためには、Figure 2 に示すように、PCLK

と SHFCLK のエッジの位置が T-shfclk サイクルの開始点で揃っている
必要があります。PCLK とデータの関係にスキューがある場合、設計者
は PCLK ライン長を調整したり、遅延素子を追加してクロック・エッジ
をずらして、ぴったりとデータビットに合うようにする必要がありま
す。
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ソフトウェア /プログラミングの考慮事項
　GUI と STN-DD カラー・パネルのインタフェースのために、設計者
は BMP （Bios Modification Program） VGA BIOS ドライバをロードして、
構成後にデータが STN-DD パネル上で見えるようにする必要がありま
す。プログラムが STN-DD パネルの動作用に設定されていない場合、
設計者は BMP 構成プログラムを使用して BMP VGA BIOS ドライバを
変更し、STN-DD パネル構成用に拡張レジスタを設定する必要があり
ます。640×480 カラー STN-DD パネルのパラメータは、フレーム・ア
クセラレーションとの 16 ビット・インタフェースに関する GUI デー
タシート （例:65548 table #9） に定義されています。内部フレーム・バッ
ファを使用して、PCLK/WEC# （端子 102） から必要なフリー・ラン・ク
ロックが出力されるようにすることが重要です。外部フレーム・バッ
ファを使用するように設定されている場合、FR1A[7] = 00 を設定して
外部フレーム・バッファを無効にするか、BMP 構成プログラムを使用
してフレーム・バッファを内部フレーム・バッファに設定してください。
VGA BIOS ドライバへの変更を保存して、次に VGA BIOS ドライバを
再ロードしたときに有効になるようにしてください。

ビット・マッピングの考慮事項
　このアプリケーションで使用されている 6 ビット・カラー FPD リン
ク・チップセットは、21 入力ビットおよび PLL のクロック入力用に設
計されています。640×480 STN-DD パネルは、16 ビット・カラー、LP、
FLM、SHFCLK の計 19 ビットを使用します。2 つの入力ビットはこの
アプリケーションでは使用しないので、グラウンドに接続する必要が
あります。これは、フローティング入力があると、LVDS ライン上で不
要なスイッチングが発生し、消費電力が増加する可能性があるためで
す。Figure 3 にこれらのビットのマッピングを示します。カラー・ビッ
ト同士を区別するために、ビットはこのようにマッピングされていま
す。パネルにビット・エラーがあっても、各 LVDS ラインがカラー・ビッ
ト （R、G、B） のグループと対応しているので、設計者は簡単に問題を
解決できます。16 ビット STN アプリケーションでは、緑 （G） と赤 （R）
がそれぞれ 6 ビットをサポートしているのに対して、青 （B） は 4 ビッ
トのみをサポートしていることに注意してください。SHFCLK は他の
2 つの制御ラインに沿ったデータビット位置にマップされています。



　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。
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まとめ
　ナショナル セミコンダクター社の FPD リンク・チップセットは、若
干の変更を加えるだけで簡単に STN-DD パネルで使用でき、フリー・
ラン PCLK 信号を提供できます。このことは、640×480 STN-DD パネ
ルを使用して確認されました。しかし、より高速の SHFCLK/PCLK で
動作する 8 ビット FPD リンクを使用することによって、より高い解像
度もサポートできます。これには、BMP プログラムを使用して、GUI

に若干のソフトウェア構成の変更を加える必要があります。FPD リン
クでは、解像度 640× 480、800× 600 から 1024×768 までのさまざま
な STN-DD パネルをサポートできます。各解像度の違いは、転送ビッ
ト数とクロック周波数だけです。これらの転送ビット数とクロック周
波数は、FPD リンク・チップセットでサポートすることができます。
　フリー・ラン・クロックをサポートする GUI アクセラレータであれば、
FPD リンク /STN アプリケーションで使用できます。このベンチマー
クで、65548 および 65550 GUI デバイスを使用した STN アプリケーショ
ンの動作が確認されました。しかし、GUI アクセラレータでこのフ
リー・ラン・クロックをサポートできない場合でも、外部ロジックおよ
び PLL を必要とする外部ワーク・アラウンドを使用して、このクロッ
クを生成できます。設計者は、FPD リンク/STN アプリケーションに必
要なクロックをサポートできるかどうかを GUI メーカに確認してくだ
さい。

付録
　フリー・ラン・クロック用に GUI （65548/65550） をプログラムするベ
ンチマーク手順
1. BMP 構成プログラムをロードし、BMP VGA BIOS ドライバを変更

します。
プロンプトで、[BMP32 RAM32.EXE] と入力します。

2. [Tab] キーを使用して、ページを移動します （全 40 ページ）。3 ペー
ジでは、GUI が駆動するパネルを選択し、アナログ・ディスプレイ
のブート・タイプを同時ブート・モードに設定し、BUS タイプ （PCI

または VL） および製品タイプを選択します。17 ページでは、同時
表示モードのドット・クロック周波数を設定します。640×480 STN

パネルの場合、DCLK = 25 MHz です。
3. 6 ページでは、SM Boot のパラメータを入力します。これは、C お
よび T データシート （65548 table #9） で定義されています。パラメー
タは太文字で表示されます。

4. 20 ページでは、C および T （table #9） で指定されている同時ビデオ
拡張レジスタのパラメータを入力し、選択されている STN パネル
を駆動します。

5. フリー・ラン・クロックを取得します。17 ページで、フレーム・バッ
ファを内部または組み込みに設定します。6 ページで、フレーム・
バッファ制御パラメータ （XR6F-1B） を入力します。

6. BMP プログラムへの変更を RAM32.EXE という名前のファイルで
保存します。

7. BMP プログラムを終了し、VGA BIOS ドライバをロードします。プ
ロンプトで、[RAM32.EXE] と入力します。ドライバがロードされ、
STN パネルに DOS プロンプトが表示されます。

8. STN パネルに DOS プロンプトが表示されない場合、構成が正しく
行われていないので、コンピュータの電源を切って BMP プログラ
ムを再ロードし、VGA BIOS ドライバを変更します。
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